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16) 小児急性膜炎の 1例
神田勝夫，。倉持正昭
(君津病院〉 
13才男児。上腹部の激しい持続痛を主訴とし上腹
部氏醇臓部と一致する腸詰様の腫癌が触れ圧痛が著
明で、あった。検査成績では著明な白血球増多，血沈
の高度の促進があり， 血清ジアスターゼ 16単位，
尿中ジアスターゼ 32単位，血糖値 110mgJdlで正
常範囲内にあった。十二指腸液のジアスターゼ値は 
40単位でかなり低下して居り，叉梓菌及び双球菌が
証明され，虫卵陰性。抗生物質，鎮痛剤， ~平液分泌
抑制剤，絶食次いで無脂肪食療法を行ない，自発痛
し尿中非蛋白 N の著明な増加と蛋白 N の減少が
みられ併用期比於ては単独期に比し尿中非蛋白 N
排世の減少がみられ投与日数の増すほど著明であっ
た。叉減少した非蛋白 N は主として尿中尿素排世 
量の減少Kよるものであり尿素以外の N分割は不
変乃至不定の変動をとった。 
14) 病院内の病原ブドー菌の動態
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新生児，未熟児室を中心に，病院職員，母親の病
原性ブ菌を毎月 1団連続して調べた。
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16') 先天性胆道閉塞の診断について
(l症例から)
西宮芳之助(秋田日赤)
逆流性黄症で，血清ピリルビン値が動揺し便のピ
リノレピン反応が常iζ陽性であった事から所謂「乳児
肝炎Jのカテゴリーに属するものと診断し，一応手
術適応外と考え，且つ叉初めの肝生検でも所謂「乳 
児肝炎Jの所見を得ましたので，開腹せずに経過を
見ている中に肝硬変で、死亡した例を経験しました
が，由j検によれば手術可能型に属する先天性胆道閉
塞があり，若し速やかlζ開腹してをれば生命を救い
得7こかも知れず，乙の点，最近多く用いられるよう
になった「乳児肝炎j と云う病型に惑わされる事な
く，少しでも疑わしい点があれば積局的に試験開腹
をする必要のある事を痛感した。 
17) 小児甲状腺癌の 1例
石井 博(千葉大〉
初診時， 8才の女児， 昭和 32年 7月，前頭部の
腫癌で、当科を訪れたが，甲状腺機能は正常，単純性
甲状腺腫の疑いでヨードカゼインを与えたが，雀卵
大の腫癌は変化なく，その後幾分大となり，頭部リ
ンパ節も 4箇触れるに至った。昭和 34年末頃より
哨鳴，麗声，呼吸困難があらはれ，胸部レ線写真で
全肺野lζ栗粒の陰影を見，頭部気管のレ線写真で， 
戸帯より下部に著明な狭窄を認め，甲状腺シンチグ
ラムでは，腫癌に相当した部氏欠損を認めた。レ線
照射及び気管切聞による呼吸困難の軽減をはかった
を見ると，明らかな変動が認められ，職員の交代と
一致しており，職員の保菌者が原因となることが判
明した。叉，この期間中発生した膿皮症，化膿性、唾
液腺炎等のブ菌型別も，職員の変動と一致してお 
り，ブ菌感染症の原因がうかがわれた。
一方，母親の型別菌は，その影響が少し従って
職員保菌者の速やかな検出と， 新生児の速やかな
Rooming inが必要である。 
15) 黒毛舌症の 5例
小林貞夫，石川恭子
。木下精子(東京厚生年金〉
抗生物質使用に関係ありと思われた 5例，患者は 
3才より 14才までの入院患者。発症までに使用し
た抗生物質は， それぞれ，パイシリン G，パラキ
シン 9，アクロマイシン 13， ケミセチン 1日間，
及び諸種抗生物質を約 40日間使用した 1例である。
舌苔の色調は黒褐色より黄色に及び，黒毛舌期間中
にも，その色調を変じうるものの様である。黒毛舌
期はそれぞれ 4，21，14，7，17日である。自覚症
状は特に訴えられなL、。舌苔の培養により Candida
その他の真菌類を検出しえたのは 2例である。治療
として， イベルザーJレトロー チ， ピオクタニン塗
布，ビスラーゼ、注を行ったが，殆んどの例において
抗生物質使用中止により治癒するものの様である。
2例において，原因と思われた抗生物質により誘発
を試み， うち 1例にパイシリン G 4日使用後発症
をみた。
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